
　
「『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
』は
、

学
校
が
安
定
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
10
年

目
の
節
目
に
そ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
を
見

直
し
、
次
の
10
年
に
向
け
た
本
校
の
教
育

の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
い
う
、
当
時
の

校
長
か
ら
の
提
案
で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
Ｉ
Ｔ
化
が
加
速
し
、
先
行
き
が
不
透

明
な
時
代
が
予
測
さ
れ
る
中
で
ど
の
よ
う

な
人
材
を
育
成
す
べ
き
か
、
社
会
で
も
本

格
的
に
考
え
ら
れ
始
め
た
時
期
で
も
あ
り

ま
し
た
。進
学
校
と
し
て
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

を
輩
出
し
て
き
た
本
校
で
も
、次
代
の
リ
ー

ダ
ー
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
、

学
校
全
体
で
組
織
的
に
育
む
体
制
を
整
え

よ
う
と
し
た
の
で
す
」

　

そ
こ
で
、
各
校
務
分
掌
の
主
任
が
集
ま

る
「
企
画
経
営
委
員
会
」
や
中
・
高
の
各
代

表
者
に
よ
る
「
中
高
一
貫
教
育
推
進
室
会

議
」を
中
心
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
求
め

ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、「
幅
広
く
深
い
教
養
」「
課
題
解
決
能
力
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」「
社
会
貢
献
の
意
識
」
と
い
う
５

つ
の
資
質
・
能
力
を
定
め
た
。
そ
し
て
、そ

れ
ら
の
育
成
を
目
指
し
、13
年
度
、「
Ｓ
Ｏ

Ｚ
Ａ
Ｎ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
着
手
。
ま
ず
、
課
題
研
究
の
深

化
を
図
る
た
め
、「
未
来
航
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
名
称
を
「
未
来
航
路
」
と
改
め
た
。

　

２
０
０
２
年
度
に
県
内
初
の
県
立
中
学

校
を
併
設
し
、中
高
一
貫
教
育
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
岡
山
県
立
岡
山
操
山
中
学
校
・
高

校
は
、１
期
生
入
学
と
と
も
に
、「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」を「
未
来
航
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、

中
高
６
年
間
で
系
統
的
に
進
め
る
探
究
型

の
課
題
研
究
で
、
中
学
校
で
は
体
験
学
習

や
講
演
会
な
ど
で
岡
山
か
ら
日
本
、
世
界

へ
と
視
野
を
広
げ
な
が
ら
身
近
な
題
材
で

課
題
研
究
を
行
う
。
そ
し
て
、
高
校
か
ら

は
、日
本
や
世
界
と
自
分
の
関
心
と
の
つ
な

が
り
を
意
識
し
な
が
ら
各
自
で
テ
ー
マ
を

決
め
て
課
題
研
究
に
取
り
組
む
。
同
校
が

前
身
校
か
ら
受
け
継
ぐ
「
和
し
て
流
れ
ず
」

を
軸
と
し
た
全
人
教
育
の
た
め
に
、
中
高

が
連
続
性
を
持
っ
て
行
う
活
動
だ
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲

の
向
上
な
ど
の
成
果
に
つ
な
が
り
、
進
路

実
績
も
順
調
に
伸
び
て
い
っ
た
。
そ
う
し

た
安
定
期
に
あ
り
な
が
ら
も
、
中
高
一
貫

校
10
年
目
の
12
年
度
、
次
の
一
手
と
し
て

打
ち
出
し
た
の
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」
だ
。
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
推

進
室
主
任
の
金か

な

山や
ま

満み
つ

彦ひ
こ

先
生
は
こ
う
語
る
。

岡山県立岡山操山中学校・高校

グローバル・リーダーに必要な
５つの資質・能力を全校で共有、

中高６年間を通じ、全校体制で育む
中高６年間の課題研究を軸に、汎用的な資質・能力を育んできた岡山県立岡山操山中学校・高校は、

2015 年度に文部科学省「スーパーグローバルハイスクール（SGH）」の指定を受け、その動きを加速させている。
グローバル・リーダーに求められる５つの資質・能力の育成に向けた

「GLOBAL STUDIES」「未来航路」、そして「SOZAN 国際塾」の取り組みを紹介する。

S P E C I A L  R E P O R T

特別リポート

次代のリーダーを育む指導のあり方 　2

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な

精
神「
和
し
て
流
れ
ず
」を
継
承
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「
本
校
に
は
、
課
題
研
究
の
指
導
を
10
年

以
上
行
い
、
課
題
解
決
能
力
を
育
成
し
て

き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
生
か
し
、

本
校
な
ら
で
は
の
独
自
性
の
あ
る
活
動
を

拡
充
さ
せ
る
こ
と
で
、『
未
来
航
路
』
を
グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た
教

育
活
動
の
核
と
し
ま
し
た
」（
金
山
先
生
）

　

さ
ら
に
、
14
年
度
に
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
推
進
室
」
を
立
ち
上
げ
、「
未
来

航
路
」「
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
国
際
塾
」「
Ｇ
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
」
を
連
動
さ
せ

る
体
制
を
整
え
た
（
図
１
）。
そ
し
て
、
15

年
度
に
は
、
文
部
科
学
省
「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
」

の
指
定
を
受
け
た
。

　

同
校
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
育
成

の
軸
と
な
る
３
つ
の
取
り
組
み
を
そ
れ
ぞ

れ
見
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
土
台
と
な
る
の
が
、
日
々
の
授
業

の
中
で
５
つ
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目

指
す「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
」

だ
。
実
技
教
科
も
含
め
、
全
教
科
で
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
、
指
導

力
向
上
を
図
る
た
め
、
各
教
科
、
大
学
教

員
や
岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
指
導

主
事
に
外
部
講
師
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
校
に
は
中
・
高
合
わ
せ
て

１
３
０
人
以
上
の
教
師
が
い
る
。こ
れ
だ
け

人
数
が
多
け
れ
ば
意
識
の
差
も
生
じ
、
毎

年
異
動
も
あ
る
た
め
、
全
校
で
ベ
ク
ト
ル

を
そ
ろ
え
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
16

年
度
に
作
成
し
た
の
が
「
Ｇ
ｌｏ
ｂａ
ｌ　
　

Ｃ

ａｎ
─

ｄｏ　
Ｌ
ｉｓ
ｔ
」
だ
（
Ｐ
．50
図
２
）。

こ
れ
は
、
各
教
科
の
指
導
内
容
や
教
科
特

性
に
応
じ
て
、
中
学
１
年
生
〜
高
校
３
年

生
の
各
学
年
で
の
５
つ
の
資
質
・
能
力
の

到
達
目
標
を
設
定
し
た
も
の
だ
。

　

到
達
目
標
は
、
中
・
高
合
同
の
各
教
科

岡
山
県
立
岡
山
操
山
中
学
校
・
高
校

◎
創
立
１
１
０
年
余
り
の
県
を
代
表
す
る
進
学
校
。

前
身
の
岡
山
県
高
等
女
学
校
時
代
か
ら
の
「
和
し
て

流
れ
ず
」、
岡
山
県
第
二
岡
山
中
学
校
の
「
松
柏
の
精

神
」
を
継
承
し
、高
い
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ

た
志
の
高
い
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
。
２
０
０
２
年

度
に
県
内
初
の
県
立
中
学
校
を
併
設
し
、
中
高
一
貫

教
育
を
開
始
。
05
年
度
入
学
生
か
ら
単
位
制
に
移
行
。

15
年
度
か
ら
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
。

◎
設
立　

１
９
０
０
（
明
治
33
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
単
位
制
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大

阪
大
、
神
戸
大
、
岡
山
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
５
０

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関

西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
７
４
人
が
合
格
。

◎U
R

L　

http://w
w

w
.sozan.okayam

a-c.
ed.jp

岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
校

福
島
亮
一
　
ふ
く
し
ま
・
り
ょ
う
い
ち

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年

目
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
未
来
航
路
担
当
。

進
路
指
導
課
。

岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
校

蟻
正
聖
登
　
あ
り
ま
さ
・
き
よ
と

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８

年
目
。
指
導
教
諭
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室

G
LO

BAL STU
D

IES

担
当
。

岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
校

青
山
　

聡
　
あ
お
や
ま
・
さ
と
し

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年

目
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
国
際
塾

担
当
。

岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
校

金
山
満
彦
　
か
な
や
ま
・
み
つ
ひ
こ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年

目
。
主
幹
教
諭
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
主
任
。

図１ 岡山操山中学校・高校が育成を目指す５つの資質・能力と達成に向けた主な取り組み

５
つ
の
資
質
・
能
力
を

教
科
指
導
に
落
と
し
込
む

グローバル・リーダーに求められる５つの資質・能力

＊学校資料と取材を基に編集部で作成

幅広く深い教養

グローバルな課題
を理解できる国際
的な素養がある

課題解決能力

グローバルな視点
で 課 題を 発 見し、
論理的に解決策を
考えることができる

コミュニケーション
能力

多様な人の考えや
価 値 観を理 解し、
自分の考えを伝え
ることができる

リーダーシップ

主体性と協働性を
持ってチームを動
かすことができる

社会貢献の意識

岡 山・日本・世 界
のために貢献しよ
うとする

GLOBAL STUDIES
授業で５つの資質・能力向上

未来航路
「総合的な学習の時間」

SOZAN 国際塾
任意の課外活動

チームによる
協働学習で
課題研究

体験学習や
講演会などで
視野を広げる

各教科が設定した Global Can-do List に基づいた
資質・能力を育む授業を行う

中高６年間で系統的に課題研究に取り組む 独自の課題研究、学外の機関と連携した
多様な体験学習を実施

高３	「世界の課題解決」（選択）

高２	「世界における日本の役割」

高１	「課題研究力育成」

中３	「世界を知ろう」

中２	「日本を知ろう」

中１	「岡山を知ろう」

• オーストラリア、アメリカ等での研修
• 外国人講師による英語のプレゼンテーション

スキルアップ講義
• 大学での特別講義
• 企業見学
• 各種コンクール、大会への参加
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会
で
検
討
。
教
師
そ
れ
ぞ
れ
で
思
い
や
解

釈
に
違
い
が
あ
り
、時
間
を
要
し
た
が
、教

科
内
で
の
目
線
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
教

科
横
断
で
共
通
理
解
を
図
る
た
め
に
有
効

な
も
の
が
で
き
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
Ｇ
Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
担
当
の
蟻あ

り

正ま
さ

聖き
よ

登と

先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
い

う
と
起
業
家
や
外
交
官
を
イ
メ
ー
ジ
し
が

ち
で
、
自
分
の
授
業
に
は
関
係
な
い
と
捉

え
る
先
生
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
５
つ
の

資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
て
も
、
国
語

科
と
理
科
で
は
捉
え
方
が
異
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
々
の
授
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
い
う
大
き
な
目
標
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
も
ら

い
、
授
業
改
善
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目

指
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
・
能
力
を
育
む
た

め
に
は
授
業
の
中
で
ど
の
よ
う
な
指
導
や

視
点
が
必
要
か
を
、
教
科
ご
と
に
考
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
教
科
で
５
つ

の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
標
と
す
る
こ

と
は
、幅
広
い
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

も
つ
な
が
る
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」　

　
「
Ｇ
ｌｏ
ｂａ
ｌ　
　

Ｃａｎ
─

ｄｏ　
Ｌ
ｉｓ
ｔ
」

は
、
教
師
間
だ
け
で
な
く
、
年
度
の
初
回

の
授
業
で
生
徒
に
も
配
布
・
解
説
し
、
理

解
と
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
・

高
共
通
の
校
内
研
究
の
テ
ー
マ
を
、
16
年

度
は
「『
Ｇ
ｌｏ
ｂａ
ｌ　
　

Ｃａｎ
─
ｄｏ　
Ｌ
ｉｓ

ｔ
』
に
よ
る
授
業
改
善
」、
17
年
度
は
「『
Ｇ

ｌｏ
ｂａ
ｌ　
　

Ｃａｎ
─

ｄｏ　
Ｌ
ｉｓ
ｔ
』
の
活

用
と
検
証
方
法
の
研
究
」
と
し
、
実
質
化

を
進
め
て
い
る
。

　
「『
Ｇ
ｌｏ
ｂａ
ｌ　
　

Ｃａｎ
─
ｄｏ　
Ｌ
ｉｓ
ｔ
』

は
運
用
し
始
め
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
が
完

成
版
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
育
成
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
開
授
業
な
ど
で
い
た

だ
い
た
学
外
の
方
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
改
訂
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
蟻
正
先
生
）

　

こ
の
よ
う
に
、
日
々
の
授
業
で
教
科
学

力
と
と
も
に
５
つ
の
資
質
・
能
力
の
土
台

を
築
い
て
い
き
、
そ
れ
を
大
き
く
伸
ば
し

て
い
く
の
が
「
未
来
航
路
」
と
「
Ｓ
Ｏ
Ｚ

Ａ
Ｎ
国
際
塾
」
と
な
る
。

　
「
未
来
航
路
」
は
、
以
前
は
進
路
学
習
の

側
面
が
強
く
、
志
望
す
る
学
部
・
学
科
に

結
び
つ
く
課
題
研
究
を
生
徒
個
々
に
行
っ

て
い
た
が
、
５
つ
の
資
質
・
能
力
の
育
成

の
観
点
か
ら
刷
新
し
た
。
ま
ず
、
高
校
１

年
生
で
は
、
身
近
な
題
材
に
よ
る
研
究
を

協
働
活
動
を
多
用
し
て
進
め
、
課
題
研
究

を
行
う
た
め
の
基
礎
を
培
う
。
そ
し
て
、

高
校
２
年
生
で
は
、「
貧
困
と
飢
餓
」「
紛

争
と
平
和
」「
教
育
」「
健
康
と
疾
病
」「
貿

易
と
開
発
」「
持
続
可
能
な
開
発
と
環
境
問

題
」
の
６
分
野
か
ら
関
心
の
あ
る
分
野
を

選
ば
せ
、ク
ラ
ス
混
合
の
５
〜
６
人
で
チ
ー

ム
を
組
み
、
各
チ
ー
ム
で
テ
ー
マ
を
決
め

て
課
題
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
Ｓ
Ｇ

Ｈ
推
進
室
未
来
航
路
担
当
の
福
島
亮り

ょ
う

一い
ち

先

生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
チ
ー
ム
は
教
師
側
で
決
め
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
全
員
が
初
対
面
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
状
況
か
ら
目
標

に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
い
く
経

験
を
通
し
て
、
社
会
性
や
忍
耐
力
な
ど
の

非
認
知
能
力
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
身
に

つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

研
究
分
野
の
設
定
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。

　
「
社
会
の
課
題
は
、
正
解
が
１
つ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
開
発
も
必
要
だ
が
、

環
境
保
護
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
よ
う
な
、
最
適
解
を
模
索
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
生
徒
に
そ
う
し
た

課
題
を
投
げ
か
け
た
上
で
、
研
究
テ
ー
マ

を
決
め
さ
せ
、
チ
ー
ム
で
調
べ
、
議
論
さ

せ
ま
す
。
そ
し
て
、
理
想
で
終
わ
ら
せ
ず
、

何
よ
り
も
実
現
可
能
な
解
決
策
を
考
え
る

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
」（
福
島
先
生
）

図２ 「Global Can-do List」国語（抜粋）

幅広く深い教養 課題解決能力 コミュニケーション能力 リーダーシップ 社会貢献の意識

解説

国語による表現や日本文学につい
て正しい知識を身につけており、
我が国の国語が中国漢字文化に
文化的恩恵を受けつつ独自の発
展を遂げ、近代化に際して西洋の
文化を柔軟に吸収しながら成立し
てきたことを理解していること。

先人たちの知識や価値観を学
ぶとともに、近現代に関する
理解を深める中で、課題を発
見し、長期的展望を持ちなが
ら、論理的・科学的手法で解
決しようとすることができるこ
と。

互いの立場や考えを尊重
しながら他者とかかわり、
言語を通して適切に表現
したり的確に理解したりし
て、円滑に相互伝達・相
互理解を進めることがで
きること。

激しく変化する現代社会にお
いて、国語を適切に運用して
良好な人間関係づくりや健全
な社会づくりに積極的にかか
わろうとすることができるこ
と。

長い歴史の中で育まれてきた我
が国の言語文化を学ぶことを通じ
て、社会に対する理解を深め、社
会の根幹としての国語を継承して
よりよく発展させようとしたり、積
極的に社会にかかわろうとしたり
することができること。

高校
３年

常用漢字の読み書きに習熟すると
ともに、自身を取り巻く様々な価
値観が近代的な知の枠組みに依
存して成り立っていることを理解
することができる。

様々なジャンルの論評を通じ
て、前近代、近代、脱近代そ
れぞれの立場や思想に関する
理解を深め、課題を巨視的な
視点で捉え解決策を探ること
ができる。

様々な文章や文学作品に
関する意見や感想を話し
合ったり、文 章化して相
互に批評し合ったりするこ
とができる。

様々な考え方ができる事柄に
関する発 表 や討 論に際して、
それぞれの立場を尊重しなが
ら相互の意見交換が円滑に行
われるよう取り計らうことがで
きる。

様々な文章や文学作品を学び、意
見や感想を文章化する活動を通じ
て、言論によって社会とつながり
を持つことを知ることができる。

＊学校資料を基に編集部で作成

答
え
が
１
つ
で
な
い
課
題
の

解
決
策
を
チ
ー
ム
で
考
え
る
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一
方
、「
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
国
際
塾
」
は
、
学

び
を
深
め
た
生
徒
が
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
で
き
る
場
を
設
け
よ
う
と
、
14
年

度
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
任
意
参
加
の
課
外

活
動
だ
。
現
在
、
約
30
人
の
塾
生
が
い
る
。

生
徒
の
発
案
に
よ
り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
よ
い
エ
コ
カ
ー
の
開
発
と
普
及
」を
テ
ー

マ
に
し
た
課
題
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

大
学
で
の
講
義
の
受
講
、
企
業
見
学
、
ほ

か
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
校
と
の
合
同
研
究
発
表
会
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
高
校
と

の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推

進
室
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
国
際
塾
担
当
の
青
山
聡さ

と
し

先
生
は
活
動
の
意
図
を
こ
う
語
る
。

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
国
際
塾
で
は
、
大
学
や
企

業
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
徒
が
自
分
の

研
究
を
学
外
に
発
信
す
る
機
会
を
数
多
く

設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
よ
り
難
し

い
課
題
に
取
り
組
み
、
学
外
で
の
経
験
を

積
む
こ
と
で
、
果
敢
に
挑
戦
す
る
積
極
的

な
生
徒
を
育
む
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
実

際
、
塾
で
の
経
験
を
生
か
し
、『
未
来
航
路
』

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
生
徒
や
、

研
究
発
表
を
英
語
で
す
る
生
徒
も
い
ま
す
」

　

活
動
後
に
は
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
で
、

生
徒
は
５
つ
の
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
活

動
前
と
比
較
し
た
自
己
評
価
を
行
う
。

　
「
毎
回
の
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
自

己
の
成
長
と
課
題
に
自
分
で
気
づ
く
メ
タ

認
知
の
能
力
を
育
て
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

自
己
の
気
づ
き
が
主
体
的
な
学
び
に
結
び

つ
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
青
山
先
生
）

　

自
ら
の
課
題
意
識
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
っ
て
き
た
同
校
は
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
学
校

全
体
で
資
質
・
能
力
を
育
む
体
制
が
強
化

さ
れ
た
。
突
出
し
た
指
導
力
が
あ
る
教
師

が
牽
引
す
る
の
で
は
な
く
、
教
師
の
異
動

が
あ
っ
て
も
同
一
の
指
導
が
継
続
可
能
な

体
制
を
築
い
た
こ
と
は
、
新
学
習
指
導
要

領
で
そ
の
重
要
性
が
う
た
わ
れ
て
い
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
先せ

ん

鞭べ
ん

を

つ
け
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

17
年
２
月
に
行
っ
た
高
校
２
年
生
へ
の

意
識
調
査
で
は
、
５
つ
の
資
質
・
能
力
に

関
す
る
全
24
項
目
中
18
項
目
で
肯
定
的
な

回
答
が
１
年
次
よ
り
増
え
て
お
り
、
取
り

組
み
の
成
果
が
う
か
が
え
た
。
さ
ら
に
、

16
年
度
に
高
校
１
・
２
年
生
が
、
批
判
的
思

考
力
、
協
働
的
思
考
力
、
創
造
的
思
考
力

を
測
る
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
─

Ａ
ｃ
ａ
ｄ

ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
」（
以
下
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
受
検
し

た
が
、
結
果
分
析
か
ら
は
同
校
が
育
成
を

目
指
す「
課
題
解
決
力
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
で
、「
社
会
へ

の
参
画
意
識
」
に
は
課
題
も
見
ら
れ
た
た

め
、
17
年
度
は
企
業
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
と
課

題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
始
め
て
間
も
な
い
「
Ｇ

ｌｏ
ｂａ
ｌ　
　

Ｃａｎ
─

ｄｏ　
Ｌ
ｉｓ
ｔ
」
を
実

質
化
し
、
３
つ
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
相
乗

効
果
に
よ
り
、
５
つ
の
資
質
・
能
力
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
資
質
・
能
力
の
到
達
度
が

見
え
る
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
生
徒
に
取
り

組
み
の
成
果
を
実
感
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
の
高
ま
り
に
も
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
校
に

入
学
し
た
生
徒
が
、
地
域
、
日
本
、
世
界

へ
と
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
深

化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
金
山

先
生
）

学
外
で
の
体
験
を
多
く
積
み

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
む

SOZAN国際塾
研究を深めれば深めるほど、答えが出ない

資
質
・
能
力
を
見
え
る
化
し
、

取
り
組
み
改
善
に
結
び
つ
け
る

　「SOZAN 国際塾」では、放課
後に集まって課題研究を進める
ほか、課題研究を英語で発表す
ることもあるため、週２回、外
部の英語講師による、プレゼン
テーションを意識した英語講座
が開かれている。
　高校２年生の上野優花さんは、
そのレッスンに魅力を感じ、入
塾した。
　「フィリピン人の先生と話していると、価値観や文化の違いをよく感
じます。例えば、私たちが『かわいそう』と思うものでも、先生にとっ
ては『楽しい、かわいい』という発言があるなど、そうした違いも学ぶ
ことができて興味深いです」
　一方、高校２年生の板谷勇飛さんは、塾創立時の中学時代から参加し、
課題研究に力を入れてきた。
　「持続可能な開発は何かと考えた時に、思い浮かんだのがエコカーで
した。しかし、研究を深めれば深めるほど、自分たちの知らないことが
たくさん出てきて、今も答えが見つかっていません。自分たちにできる
ことは何かを改めて考え、アプローチをし直しています」
　課題研究では、意見をまとめるのが大変だったと、板谷さんは語る。
　「メンバーみんなが深く考え、自分の意見を持っているからこそ、全
員が納得するようにまとめる難しさを実感しました」
　学外で様々な年齢、職種、立場の人と話す機会が多いことも塾の魅力
だと、２人は語った。　

　生徒の声
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